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発行 旭川医科大学教務部学生課

(題字は初代学長 山田守英氏)
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第19回 入学式式辞

学 長 下 m
口
日「1 久

皆 さん 人学 おめ でと う!

今 年 も また若 さに溢 れ た 新人 生諸 君 とir.に 、旭 川医k

に春 の季 節 が訪 れ ま した。 人試 の難 関 に挑 み 、 合格Ili

ら得 た皆 さん の 長年 の 努 力を思 う時 、 我 々教職 員一同 も

また大 き な喜 び と期 待 を抱 いて皆 さん を迎 え人 れ ます。

申 す迄 も な く皆 さん は 全 員が 医 学 を学 ぼ うと決 意 し、

選 ば れ て 今旭 川医 科k'へ の 人 学 を果た した訳 で4』が 、

その 晋、 工 陽 明 と言 う中国 の儒 学 者は 、弟 に与 えた}紙

の 中 で、 「学ぶ に 当た っ て は まず志 を立 て る こ と、志 が

しっ か りして い な けれ ば 、根 の 付 い て いな い畑 の 作物 に

肥 料 や水 を 与え続 け るよ うな もの で 、 い く ら苦 労 して も

収穫 には 至 らな い 、つ ま り学 裳 を成 し遂 げ る 事は 出 来 な

い 」 と諭 し て居 ります。

問題 は 、卒 裳 まで6年 、 さ らに臨 床 研修 や 大学 院 を含

め ると、 最 も短 くて8年 な い し10年 の 歳 月 を要 す る長 い

医 学へ の 道 で す。出 発 に 当た って 、ヒてた志は、 果 た して ぐ

らつ か ずに保 ち続 け られ る で し ょ うか、,恐 ら く、 自分 を

厳 し く責 め てこ れ を守 ろ うと努 め るだ け で は難 しい と思

わ れ ます,、志 を堅 く保 っ に は、 学 年の 進 行 に伴 って拡 大

謂』る各 自の 視野 に合 わ 世て 、 これ を深 め るr.が 必 要 で

す。 その 為 に は決 して 独 り孤 立 する こ とな く、友 人、 先

輩 、教 官 と胸 を開 いて 語 り合 う機 会 を、 出 来 るだ け 多 く

芋寺ザ,皇 うに'じ、カ{けて トさい。

我 が国 の 高等 教 育 制 度 は 、第 二次 大 戦 後 大 き く変 わ 一,

て 、 大学 教 育 の中 に教養 課程 と専 門課 程 とい う、 二'『Jの

独 、瓦 た).ス を禎 み 重ね た、 唖 構 造 が取 り人れ られ

ま した,,そ れ ぞ れの 課程 は 、教 養 部 と学 部 と 壽)別 々の

組 織 に よ ・,て教 育 され るの が、 目本のk学 の 般 的 な 形

態 と成 ・,たの で あ ります。 歳 月 を 屯ねC=の 制 度 が定 着

す る ・/i,や が て その 短戸斤が取 沙汰 さ れ るに 至 り、 教 養

部 改 革論 議 が持 ち上 が って既 に 久 しいの で あ ります.

皆 さん も新 聞 な どでflに し τい る事 と思 い よ す が、 最

近 、 尺学 審 議 会 は この 問題 に ・っ の/i向 を打 ち出Lよ し

た,,そ れ は 高 等教 育 の 対象 と成 る年 代の 蒔年 に と,て,

教 養wlliiwY:の内容 は 、 人格形 成 に極 め て 航要 で あ る事 を再

確 認1』 る ・方 、 重層 構 造 を廃 止 して、 これ を哩門ll果程 の

教育l/l容 と密 手妾に糸且み 合 わゼ て行)べ きで あ る との趣 旨

で あ りま か,,今 後 は 、 妾くの 大学 が この 線 に沿 ・た 改 革

に取 り組 む事 に な る で し ょ う1=1

旭 川医 大は 、昭和48年 の 開 学に当た り、この 問題 を 喧視

し(、 逸 早 く6年 一 貫教 育の 制 度 を取 り人 れ たび)であ り

ます。 それは 、将 来医 帥 あ る いは 医学 者 と成 るr=一.諸1}

に は、 先ず 、高 度 に分 化 した幅 広 い医 学 知識 を受 け 入れ

る為の 、 自然 科 学 の基 礎 学 力滴 養 に努 め る 一方で 、 人 文

社 会系 科IIを 通 して、 医 人の 自覚 に根 差 した 人間 社会 へ

の理 解 を深 め る事 か ら始 め 、学i'.が 進 むにつ れて 増加 す

る専門 教科 の 学 習 と並 行 して 、各 自の豊 かな 人 間性 を培

)努 力 を も、6年 闇 を通 しC続 け て 貰 わな け れば な らな

い か らで あ り ますD

さて、昔 か ら 大学生 は 自 セ的 に学ぶ もの と され て居 り

ま すが 、 大学 に人 一)た途 端 に百 人がi人 全 て そ うな る と

は 考 え難 い事 で す,、十 人十色 と言 わ れ るよ うに、 人 には

そ れ ぞれ の特 質 が あ っC、 学 力の 自己 評 価 に して も、 日'

い 人辛 い 人 さ ま ざまで す 、,また 不得 手 な科 目 には ど)も

債極 的 に な れ ない ま まに、逃避 して しま うな どは 屡 々 見

受 け られ る姿 で す。6年 分 を一 体 の もの と して組 み立 て

られた 本学の カリキ.ピ ラム は 、各 学年 ご との 成 果 が順 次

確 実 に積 み上 げ られて 、初 め て その 目標 が達 成 され るの

で あ って 、 その 為 には 、 卜人 卜色 の学 習態 度 を念頭 に賀

い た最 小 限度 の チ.「 ノクを、学 年 ご と に行 う必 要 が あ り

ま す。 これ が本 学 の取 り人 れ てい る学 年 制 で あ りよす,、

これ らの 制[∫斐の 有交力な1舌用 は 、 ・にイ卦か って皆 さん 自身

の 対応 にあ ります、,

本道 最 高峰 の 山 々 に抱 か れ て、 四季 の 移 り変 わ りが鮮

明 な 、 ここ旭 川 の恵 まれ たr撚 環 境 に身 を 委ね て、学 習

に 思砕ξに そLて 交友 に、 目 々イf意義 な斗≒生 生 活 を築 きL

け』⊂ ドさ る よ う、皆 きん ・人 ・人しわ初志 の違 成 を、心 か

ら1瓢・パ(イ⊆日♂)∫℃舌睾、といた しま1、

・
ll{∴ 調1

禦燕蝶
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「

大学で学ぶことへの

問いを 新入生へ

(哲 学教授第一学年担当)岡 田 雅 勝

新入生のみなさん、入学おめでとう。みなさんの学び

の園は、恵まれた北の自然のただなかにあって、みなさ

んを迎 えています。いま白銀に輝いてそびえ立っ大雪や

十勝の峯々やそれらの山々から発する忠別川や美瑛川の

流れなど学園をとりまく自然は、季節のめぐりとともに

さまざまな装いをもって、みなさんを迎え、励まし慰め

てくれることでしょう。北の風土は雄大で豊かではあり

ますが、また厳 しくもあります。こうした北の大気を存

分に吸い、実り豊かな学園生活を送っていただきたいと

おもいます。

しかし毎日の大学生活は、言 うまでもなく自然の営み

と同じくいつも薔滅色に輝いているわけではありません。

人学にさいして、一日もはやく受験勉強の解放の喜びか

ら脱却して、ひとりひとりが〈大学で学ぶこと〉の意味 を

考えて、地についた大学生活を送るようにしていただき

たい。みなさんは将来医師ないし医学研究者になる希望

をもってこの大学に入ってきました。ですから、みなさ

んがめざす目的を成就させるために、まずさしあたって何

をすべきかを自分自身に尋ねて、大学生活の設計をして、

それを実現させるように厳 しく自分を律してください。

大学は諸科学の基礎的知識の修得の場であり、そのた

めの努力は当然課せられるが、もう一っには 〈人間であ

ることに口覚めていく〉場であることをぜひ銘 記して

いただきたいのです。〈ひとりの生命は地球より重い〉と

言われるように、誰もが口先では、ヒューマニステ ィッ

クでなければならないことを言いますが、真にヒューマ

ニスティックになるための努力を怠ることが人の常でも

あります。そこで、みなさんにまず第一に一般教育にお

いて、〈ヒューマニスティック〉に自己を啓発する機会

を多くつくっていただきたいことをうながしたいのです。

カリキュラムにくまれている講義や実習などの知識や

基礎的学習を刺激として知的に自分を啓発するように努

力してください。ともすれば、留年しないような単位の

修得だけが目的とされがちですが、けっしてそのような

ことは考えないで、学問を積極的に学ぶ態度を養ってい

ただきたいのです、嫌々ながらの、受け身の単位修得は

けっして自分の身になりません。それとともに医学部に

学ぷみなさんには、何よりも人間理解が必要とされます。

そのためには人文社会系の諸科学に主体的になり、取 り

組んでいただきたいのです。そして く人間の何か〉 く人

の命の何か〉を考えてもらいたいのです。

こうした人間理解の場は他にもたくさんあります。 ク

ラブ活動とかサークル活動、社会奉仕活動などとか、

また内外の旅行なども貴重な体験となることだと思いま

す。スポーツクラブでは身体の鍛錬はむろんのことです

が、そこには人との交わりがありますし、友情の何かを

体得できる場でもあります。青春を意義あるようにする

ために、多くの人々と交わり、さまざまな人生模様を体

験 し、自分 を人格者とするための機会を多くもっよう

にしてください。孤独であることはいけません。独りで

いることは自分を精神的に落 ちこませますし、自分の人

生を佗びしいものにします。人間は仲間とともに生きる

存在です。その意味で、人とのコミュニケーションをし、

社交性を身につけ、青春の躍動や苦悩をともに分かちあ

えるような多くの友人をつくっていただきたいのです。

人との交わりのただなかから、本当に多くのものを学び

とれば、自分の内面にあるさまざまな可能性を引き出す

大きな契機となるに違いありません。

どのようにして自分を育成するのかはひとりひとりの

課題になりますが、少なくとも大学に入ったからまず

第一に車の免許をとるとか、いままでの受験 という灰色の

生活から解放されたのでおもいっきり遊ぼうなどとは考え

ないで欲しいのです。無論遊びのないような人生などは

ありませんし、遊びも知らないような人間などは、他人

の存在とか、他人の悩みとか病いなど理解できるとは私

には考えられません。 しかしみなさんは大学生となった

のです。そのことを第一に考えて欲しいのです。それを

実行することを何よりも優先すぺきだということです。

さらに、大学は一つの共同社会でありますから、みな

さんはそこで生活することの自覚をもっていただきたい

のです。どのコミュニティにも規律があるように、大学

生活を送る以上はその規律に当然従わなければなりませ

ん。ですから、この大学で課している規律の何かを知っ

ていただきたいのです。しば しばレルネン・フライハイ

ト(学 ぷ自由)と いうことが言われますが、そのことに

は規律の遵守が前提 とされています。規律の遵守を通し

て始めて、大学で学ぷことの意昧が理解され、自分の学

園生活を潤いのあるものとすることができるでしょう。

そのために入学にあたり 〈大学で学ぷことの意味〉を自

分に尋ねてください。

4



新入生を迎えて

第六学年 竹 田 厨

新入生の皆さん、御入学おめでとうございます。皆 さ

んはそれぞれが希望 ・抱負を抱いて新しく医学の勉強を

スタートさせようとしている訳で、私達としても喜びに

たえません。ここで皆さんの先輩として、主に大学にお

ける勉学について考えているところを2・3助 言したい

と思います。

まずこれは極めて当然の事ではありますが、皆さんは

折角大学に入られた訳ですから積極的に自ら学んでいく

姿勢を身につけていただきたいという事であります。こ

れは何も専門領城に限っての話ではなく、人文 ・社会科

学などの広い教養を身にっけるということも含みます。

ここで注意しなくてはならないのは、大学における勉強

は学問であり、自ら問題を見つけこれを解決するという

主体的営みのもとで存立するということで、与えられた

問いに対する解答を探すというようないわば受動的な姿

勢ではないということです。大学でも一応テキストなる

ものは存在し、医師として必要な最小限度の共通項とし

ての知識は問われる訳ですが、その他に皆さんの主体性

が発揮されるぺき場が無限に広がっているということな

のです。従って皆さんはそれぞれの希望に応じて学びた

ければ幾 らでも深 く追求することが可能となるでしょう。

医学は非常に広範な知の集積より成る応用科学でありま

すから、きっと皆さんの興味 をそそる分野を包含 してい

る筈です。それを皆さんの長い履修期間の うちに見つけ

探究していただきたい。

次に学問に対する具体的な方法にっいてであります。

上に述べたような姿勢をもとに、まず既成の知識に対し

て常に批判的に、そして思考過程を重視 した勉強をして

欲 しいということです。 「今わかっていることを全部集

めても、これから知らなければならない残っていること

に較べたら、ほとんど無に等 しい…J(R.Descartes)と

い う先哲の言葉 をもって示 されるように、これから皆さ

んが学んでいく医学知識の量は膨大なものであります。

従って各知識の骨格となっている原理や法則的な事を考

える余裕がないこともあるかも知れません。しかしその

都度 「何故そうなるのか」という疑問を絶やさず、これ

をもとにして更に知識を積みあげるという態度をとって

いただきたいのです。そのようにして得た知識は本当に

自分のものになる筈です。また批判的な目を養 うという

ことは、科学の進歩が既成概念の打破によってなされて

きたことからも重要なのは明らかです。

最後に、何事をなすにあたっても十分に心身両面で健

康であることが最も基本となります。健康に留意して皆

さんが悔いのない学生生活を送られることを#s祈 りして

歓迎の言葉といたします。

新入生を迎えて

新入生歓迎案行委員会委員長 山 本 健 治

入学式の写真撮影の時、私はかたわらでその光景を見

つめていた。新人生にとって最も華々しい瞬間である。

フラッシュが光るまでの数10秒 間、場内には沈黙と緊張

の空気が漂っていた。新入生だけでなく、普段は大学で

教鞭 をとっている先生方までもが表情を堅 くし、視線を

カメラの方に固定している。この光景は新入生ではない

私にまでも、ある種の緊張感を与えた。その緊張の中で、

「あれから一・・年たったんだ。」という感慨 と同時に様々な

思いが私の胸中にわき出した。

一年前、これから旭川で新しい生活を始めるにあたっ

て、私は 一つの誓いをたてた。それは 「何事も肯定的に

受けとめよう。そして純粋な気持ちで人と接 していこう。」

ということである。この誓いを立てたさしたる理由はな

い。ただこれを実行することによって自分がもっと素直

に生きられればいいと感 じたからにすぎない。そしてこ

の一年間、私は消極的ながらも、この誓いを常に心に抱

きながら生活をしてきた。

はじめのころは、新入生歓迎の時期でもあったので、

いろいろな人に素直な態度で接 していくことは、人に好

印象を与え、かつ自己満足もできた。しかし、しだいに

挫折感を感じるようになった。挫折感の原因の一つには、

自分の弱さがある。しかし第一の原因は何よりも、理想

と現実のギャップから生じる苦痛感であった。

この理想と現実のギャップは学内にもかなり感じるも

のがある。旭川医大は厳しい大学である。受験の際、大

学側から送られてきたパンフレットには 「白由な学風」

ということが強調されていたが、これは真っ赤な嘘であ

った。厳 しいといってもそれが私たちにとっで理想的な

ものになり得るのならそれで満足はできる。だが、出席

カー ドを使って教養のうちから学生を長時間講義室の中

に縛 りつけることが本当の厳 しさと言えるだろうか。そ

れは逆に学生を消極的、無個性化へ導いてしまう恐れも

あるのではないだろうか。この理想と現実のギャップは

私には納得できない。その他にもいろいろ問題はある。

そしてこの大学が嫌になったこともしばしばであった。

これらのことを通して私は 「確かに理想なしに現実の

ワクの中で生きるのは岩が小さい。かといって現実を知

らずに理想を語るのは、"砂 上の楼閣"の ようなものと

なってしまう。」ということを知った。大学においてもそ

うである。現実主義で功利的に生活することは、学生と

しては佗しすぎる。その反対に、理想ばかりにもえると

大学を卒業することができず 「医者」という自分の理想

像を作ることさえ危 うくなる。っまり大切なことは理想

と現実のバランス感覚 をもつことである。

最後に私は旭川医大に対する不満の解決法としてこれ

からは、 「大学の体制を見るのではなく、教官という人

間を見る」ことにしようと思う。最近、先生や学生課の

方々と話す機会も増え、そのほとんどの方が個人的には

とても親切であることがわかった。不満を心中に温め続

けていると 「制度=教 官」という誤解まで生じ、疑心暗

鬼になってしまう。その疑いを解決するためにも、教官

と学生の個人的な理解が不可決であり、それこそが旭川

医大の学生生活を満足 させるための第一歩であると思 う。
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[ 駐車場問題専門委員会 より
'F成2年 度 の駐 車場 問 題 専門 委 員会 では

、

① 来院 者用駐 申場 の適 止 な運 用

(2、イ骨去馬e屯にkfす る規 制

をLな 課題 と し ぐ取 り組 ん で き ま した 、 その結 果 と間題

パよし二・)いて報nい た し よすD

① 来院 者 用駐 車 場 に つ い て

この駐 車場 は224台 収 容 口∫能 で1『が、 常時 混 雑 し"Cis

り》k院者 に 大変迷 惑 をか け て い ま 凱,そ の 原因 と しCは 、

駐 車場 の 人 目 附 近 よ り駐 申 を始 め るた め 奥 に駐 車 スペ

ースが あ:,て も 判 ら ない
、職 員 や 学 生の 違 法駐 車が 多い 、

身 障 者専 用 の駐 車場 に健 常 者が 駐 車 してい る、 な どが あ

げ られ よす 。 こ れ らの 問題 の 改 善 策 と して平 成2年8月

27日 か ら平 成3年3月29日 よで 外部 委託 に よ る警 備 員 を

2名 病 院 入 口 附近 に配 置 し、 午前7時30分 か ら正午 まで

の 間 入構 車 両 の規 制 を実施 し ま した,,実 施 内 容 は 、職 員

の駐 車許 口fpd.の確 認 、 通院 患 者 の診 療 力・一ドや 保険 証 等

に よ る確認 、 見舞 客 ・商 社 員にっ いて は 用件 、 身分 の確

認 、 及 び病 院 周 辺 の路 ヒ駐 車 へ の警 告 等 で あ り ます,こ

の規 制 方法 は大 変 効 果的 で あ り混 雑 は か な り緩 和 され ま

した,,し か し、 問題 点 もい くつ か あげ られて い ます,,主

な もの と して は、絶 対的 な駐 車 スへ ・一スが足 りな い 、人

構 の ヒ'一ク時 には警 備 員2名 では許 可証 等 の確 認 が難 し

い、退 職 者の 許 ロ∫証 を悪 用 す る 者が い る,、又、警 備 員の

制 止 を振 りU1-,て 入構 毒』る悪 質 な学 生 も 見 られ るな どで

あ り ます。

これ らの 改 善 策 と して 看護 婦 宿 舎の南 側 に60台 程 度収

容 可 能 な臨 時…の仮 設駐 申場 を増 設 し、 叉、 亀ド成3年 度 よ

り警 備 員 を3名 と しま した。

② 不 法 路 上駐 車 に対 す る規 制

職 員 ・学 生 の 不法駐 申 を解 消 す るには 、駐 卓場 の 大幅

な増 設 が必 要 とな ります.当 委員 会 では 、誠 意検 討 い た

し ま したが 、 予算 面 も含 め て残 念 な が ら当 面 実現 は 不 可

能 との 結 論 に 達 しま した,,従 ・・て現 有駐 車場 の適 正 な運

用 と不法駐 車の規 制 に 重点 を置 き ま した 。

学部 側 の 車両通 行 に関 しては イ{法駐 車 の排 除 及 び歩行

者 の安 全 を確 保す る対 策 と して 、事 務 局 前 の路Lは 鎖 付

きポ ー ルで 歩 卓道 を分離 し、 い わゆ る ロー タリー 方 式 を

取 り人 れ よ した。 この 方式 の採 用 で路 ヒ駐 車 を完 全 に締

め 出す こ とが で き、 よた歩 行 者 の安 全 も確 保 され 好評 を

得 て い ます、,

しか し、 他の 路 トで は、 相 変 わ らず 不法 駐 車が 目 ・γち

頭 を悩 ませ て い ます。 その 対 策 と して、通 行 止 め や進 入

禁止 箇 所 を増 や し鎖 や フ ラ ワ・一ポ ッ トを設 置 しま した,,

しかL、 その結 果学 生 用駐 卓場 と体 育館 の 問の芝 生上 を

通 り抜 け る車 や 体育 館 側 の 通 用門 に設 置 した鎖 を切断 して

入構 す る車 が現 れ 、規 制 の 難 し さを改 め て痛 感 しま した 、,

そのi也、 イヤ去馴i卓 の 大 半は 、無 許 ロr車両 と思 オ)ねま 弓.

が 、無 許 可 車両 が駐 車場 に人 り込 むため 許 可 卓両 が イ1法

駐ii{},'Zる を得 ない と い う例 も あ ります,,職 鵬1車 場 に

は 常 に50…70台 程 度の 無 許 可4〔両 が={け られ まー1.,不

法駐 車 箇所 と して は 、臨 床講 義棟 横 、本 部管 理棟 東側 、

学 生 通 用 門 入 口 附 近 及 び プ ニ ス コ ート・体育 館側 の路

ヒな どが 挙げられ ます、、 こ れ らの路 ヒ駐 申は、 大型 車 両

に よ る荷物 の搬 入 や重 油運搬 申両 の通 行 に 支障 を米たd一

ば か りで な く、 火 災等 事 故llfの緊 急 車両 の通 行 に も 支障

を来 た すの で厳 に慎 ん で も`～い た い もの です.

テ.二r,コ ー ト ・体 育館 側 の路Lに 駐 申 してい る車 のk

部 分 は病 院 人 口 よ り警 備 員の制 止を振 り切 っ て 入構 し

て きた 車 、 あ るいは 警fmit.1のい な くな るIE午 以降 に 入構

して来 る学 生 の車 で あ ります,,警 備 員の話 に よ りょす と、

制 止 しよ うと し て車 に近 づ く と猛 スピー ドC'振 り切っr

行 くの で恐 ろ し く て近づ け ない そ うで す。 一・歩 間違 えば

大 変 な事 故 に な り かね ませ/L,命 の貴 さ を身 をも 一♪て学

ぶ べ き医 科 大学 の構 内 でこの よ)な 危 険 行 為 が 行 なわ れ

た こ とは誠 に遺 感 な事 で あ ります,,昨 年 、 男 了・学 生 の 車

及 び 女r学 生 の 車 が 警 備t1の 制 止を振 り切 っ て いた現

場 に出 会 い、指 導 した こ とが あ ります。 その男 子 学 生は

その後 も不 法駐 車 を行 い、 副学 長 か ら厳 償注 意 の 処 分 を

受 け て い ま ず,,

不 法駐 車 や無 許 可車両 の 入構 は 学 生ば か りでは あ りま

ぜん。 一般 に違 法 行 為 をす る者 には 、規 制遵 守 の 意義 を

認 め な い タイフ と利便性 追 求型(例 えば駐 車違 反 が悪 い

こ とは判 っ て い るが その規 則 を遵 守 す る気持 は ど ちらか

とい うと薄 い)に 分 け られ るで し ょ う,,後 者は 説 得 しや

す いの で す が、 前 者 は説 得困 難 で あ りよす。 今 日で は残

念 な が ら前 者 に属 す る タイプが 増 えて きて 、駐 車場 に関

d一る諸 問題 が ひ と りひ と りの 人間性 、良 心 や公 徳 心 だけ

に頼 って 処躍 され る とい う状 況 で は すで に ない と感Lら

れ ま3'。 今後 の 問題 点 と して、 この よ うな危 険 行 為 によ

る重k事 故 を未 然 に防 ぐた め に も、警 備tlの 増 員t3め

た 改 善策 につ い て検 討 する必 要 が あ る と思 われ ます、,

'十'成2年 度駐 蒔{場問題 専門 委 員会 委 員

(物理 学 ・谷 本光穂)
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匿大察巽行婁員舎婁員畏 薄 弁 広 樹

今 年の医 大祭 の テ ーマ は、 「起死 回 生」 で あ る。

なぜ 「起 死 回 生」 なの か と い う と、 起死 回生 しな け れ

ば死 んで しま うか らで ある。

死 に そ うなの で あ る。

昨年の医大祭は、実行委員が4人(/)と いう逆境を

見事にはね返 し、っっがなく終わった。全く恐ろしい先

塑方であることよ。俺 には絶対真似できんな。

でも、それだけスーパーな先輩方であっても、わずか

4人 ではちと分が悪かったと見える。その証拠 として、

章察委貞会と亡そm企 画がなかった。前夜祭も、講演会

も何もなかった。もちろん、去年の人数でそれを望むの

は無謀なのであって、その分のエネルギーを実務に割験

たおかげで学祭が成功 したわけであるから、それはそれ

で正 しい方法論ではあったと思う。

で、今年度。昨年だけでなく、ここ数年で急速に進ん

だ医学展の減少による模擬店/医 学展バランスの崩壊、

学祭そのものに対する関心の減少などなど、多くの病巣

を抱える医大祭は、ひと足先に世紀末である。というよ

り、晩年である。どうにかしなければいけない。

だから、どうにかしてしまうのである。

どうするかというと、まず人を集める。いざというと

きはやっぱりマンパワーだからね。

そして、大ナタをふるうのである。

例 えば、今まで学祭委員会がやっていた模擬店の監督

であるが、今年は模擬店委員会が行う。そんなもんあっ

たっけ、と不思議に思われる方もいらっしゃるだろうが、

その通り。今度新 しくできたのだから知らなくて当然だ。

そうすると、学祭委の仕事が少し減るな。その分楽を

してもいいのだが、今回は起死回生なのだ。眠ると死ん

でしまうのだ。というわけで、余力は学祭委員会独自の

企画につぎ込むことになっているのである。

今年の方法論は、 「マンパワーによる大ナタ」である。

これが若返 り手術になるか、それとも延命手術にすぎ

ないのか、はたまた逆に寿命を縮めてしまうのか。

結果は6月13日 か ら16日 までの4日 間に出る。

我々は、我々が正しいことを信じたい。

信 じるしかないのだ。もう後戻りはできないのだから。

麟

今年度の主な行事は次のとおりです。

4月5日 入 学式

4月15日 ～16日 新 入生 研修(第1回 目)

6月13日 ～16日 医 大祭

9月4日 体育 大 会

9月25日 解剖 体 慰霊 式

糊 ～31日}新人生研修 ・第・回・・

11月5日 本学記念日

3×25日 卒業式

醸灘1

本学には、医学教育にっいての調査研究、教育課程の

編集、修学指導、授業及び試験の実施、単位の修得瓦び

履修、学籍関係等について審議する機関として教務委員 ・

会があります。

また、学生の厚生補導に関する調査研究、学生の課外

活動、福利厚生等について審議する機関として厚生補導

委員会があります。

両委員会のr成3年 度の委員は次のとおりです。

〈教務委員会》

委 員 長 安孫子

副委員長 清 水 哲

雅

倖

匡

勝

廼

秀

次

良

田

田

川

戸

川

渕

保

岡

内

東

小

水

小

岩

久

員委

《厚生補導委員会》

委 員 長 安孫子

副委員長 美 甘 和

委

保(副 学長)

也(図 書館長)

勝(第1学 年担当)

喜(第2学 年担当)

伸(第3学 年担当)

洋(第4学 年担当)

郎(第5学 年担当)

道(第6学 年担当)

郎 ・森 茂 美

彦

正

治

道

保

晃

義

秀

鋤

野

光

川

木

学副

奥

竹

小

酒

(保

哉

典

子

幸

徹

夫

一
悦

一

和

f

田

岡

野

沢

原

原

松

小

金

市

員

一7一
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留学生寄稿

旭川医大での留学生活を偲んで

躍羅綴牒 李 万 謡

∫区f門なチ!(さ 導さん お 元気 で 弓か!)

光陰 似 箭 、(光 陰矢 の 如 し 、)

月 目の経 つ の は速 い もの で 、 私 が旭 川医 大で の留 学 を

終 えて帰 国 して か ら11tや1年 以上 経 ち ま した.,

留 学 中 は 大学 の皆 様 方 に 大変親 切に して頂 き有難 うご

ざい ま 〔た,と くに 私の 留 学 を実現 させ て ドさ一,た麻 酔

学 教 宅 の 小 川教授 に は 、滞 在期 間中 、研 究 の ご指導 か ら

保 証 人 と し ぐ生 活 面の 二 とま で色 々お 世話 にな りよ した 、

本紙 面 をお借 り して厚 くお 礼 申 しr.げ ま 古』。

私 は帰 国 後 もこ こ広 州 市の こ元 果 に あ る広 州 中 医 学院

(Gang%uohCollegeo[TraditionalChineseMedici

nc)の 針 灸1培1;経 絡研 究 室 で研 究 に従 事Lて い よす.

広州 は 口本 でも ご存 知 の方 が 多い と思 い ま す が、 香港

か ら少 し西 に 人.・た と ころ に あ る広 東 省の 省 都で 、 中[hl

で は最 も近 代 化の 進/しだ都 市 で オ,人 口 は300h人 、周

辺 地 区 を 含わLtる と5〔〕0万人以 上 に な り、 ほぼ 北 海道 の

十_八口 に匹敵Lよ す,、

さて私 が旭 川医 ノくに留 学 す る こと に な 一)たの は 、1986

f卜9月 小 川教 授 が私共 のf一 の招 きで講 演 された の が き

,か けra、 先生 の演 題 はた しか 「H本 に お け る疹 痛 治

療 【面0)近塾壮き」 て㍉妄)・!ニニと思 い まa,二 才tをお域悪き したu

点Cは 、 私 が旭 川医kに 留 掌1一る 二 とに な る とは夢 に も

思)て お りよ ぜん でLた,そ の後 私rr.の 大 学 か ら指 名 さ

れ 、c.:・'.f.111/-.r許・rされ た峙 には ・瞬 驚 き と1;に 希望 に胸 が

と きめ き よ した,、LかL国 外旅 行の経 験 の ない 私 に と ♪

ては 人知 れ ザ不安 で も あ りま した,何 よ り も/¥や よだ1

歳 に もll碕た ないff!tと 離 れ て 行=かね1まな ら ない の カご一番

つ らい こ とで あ りまLた,幸 い海 南 島 に住 むt人 の 両 親

がf-fJF�>iki倒 をみ て くれ るこ と にな り、 あず け に 行 き よ

したが 、'帰り途 は 本'ljに 後髪 を り1かれ る思 い で した.次

は旭 川 の 気候 や 風 トが 大変心 配 で した1広 州 は 中国 で#,

1ノ と南の 方に あ り年 中 温暖 で、北 国 に住 ん だ 二との な

い私 に け厳 寒 期 に30('に も な る とい う旭 川 の 気候 は想

f象亡♪Jき まtt!完 びしλ:、、.C'き♪教授 」)'メ・f.YiE♂)【irl二1九1しIIl

には:ifi/j人住 〆Lでい るが 、 今時 冬に凍 死1る よ うな 人は

1八',い ない… … 」 とあ り、 ∴の ・言 で不 安 は ・気 に 解

消 し まLた.,

ノ山LIIIl二1よ1989fr1月2211v)～ ノ方 に 着 き ま した1月15

目 に広 州 を発 ち、h海 ま ではil'T'で 、k海 か ら神戸 まC'

はlil国 船 で 行 きまLた ⊃ 神戸 か ら敦 賀 よで は汽 車 で 、敦

賀、か らノト樽 まて冠よフ1リ ー71・一 トで 、・j・樽 か らノ山川 圭6

は 札幌 乗 り換 えで汽 車 で 行 き ま した 、駅 に は 当時 小 児科

に詔 学L(い た張 道 華 さん が迎 えに 来 てい て くれ まLた 一

宿 舎 には張 道 華 さん び)ほか、 中国 人留 学生 と しで は整 形

外 科 の 魏新 栄 さh、 産 婦 人科 の1㍉Z志 さ〆しが住 ん で お ら

れ 、皆 で歓 迎 して くれ ま した,、

翌 日、学 長室 ば か2、3の 部屋 に挨 拶 廻 り をした の ち

直 ちに研究 生活 が 始 ま り ま した,,テ ・ マは 「経 穴刺 激 に

よ る鎮 痛 効 果お よび麻 酔 によ る経絡 現 象 の 変 化 に関 す る

研究 」 が 与え られ ま しな,

さ て研究 面ば か りで な く、 実際 生 活 面で も 番 障 害 に

な ったの は やは り言 葉の 問題 でした。 学'tairf/に 外 国anu

と しては 英語 を選択 した た め 、 来学時 日 本語 は殆 ん どで

きませ ん で した 、 と に角 日本 語 を話ゼ るよ うにな らなけ

れば と秘、も,必死 でLた 。 一日の 仕 事 が終 って か ら毎晩 医

局 一["7一プ レー,ダ を使 っ でH本 語の練 習 です 。 二の 二

とで 皆 様 に も ご迷 惑 を おか け した と思 い ま一1が、教 授 を

は ヒめ 教室 の 皆 さん が忙 しい中 を色 々 と親 切 に応援 して

下 さ い まLた 、 最初 のs・ ・月は 本 当 に無 我夢 中 でLた,

しか しこの こ とは後 で 色 々 と役 ウ1-・て いま 一1,、私達 の 大

学 には 世 界各 国 か ら 彰数 の留 掌 生 が きて い ます が 、毎 年

日 本か らの 留 学 生 も お り、受 け 人 れ に関Lぐ のAt"dの チ

Lソ クとか受 入れ後 の ガ イ ダ ン」5に 私 も しば しば 狩 り

出 され て い ます「 これ らの 面zは 微 力な が らH中 友 好 に

貢献 し てい るっ も りで す。

旭 川医 大で の研 究 期 間中 、 私 は皆 様 か ら色 々な こ と を

学 び ま した 、H本 の 先進 的 科 学 機 器 の 発 達 に は 目 をみ

は る もの があ り、随 分 と視 野 が広 が り まLたrll)が 国 に

も同種 の機 器 が あ り ます が、 大 学等 規模 の 大 きい施 設 に

rr.られ て お り、普 及 する には 今後 の 発展 呑'待た ねば な り

ま一せh、 また 日本で は研 究 を推 進 さ 仕るL6事 を運 ぶ の

が とcも 速 い の に驚 きま した,,教 授 の性 格1、'もよ るのr

LLう が、 前述Lた 私 の研 究 の た め の 器 械 設 備 も よ た

た く問 に揃 えて頂 き ま しだ1こ れd,・ 面 ではii本 全体の

生 産効 率 が 高 い こ とに よ る もの と思 い まd,教 授 は ま た

折 にふ れ私 達研 究 者の 素養 ～=Lて 、

1Unlimitedcuriosity,

'L
.[Jnlimitedenthusiasm

3.Unlimitedc・ntinuityを 挙け られ毎llが 木 」liに充

実 して お りま した、,留学 期 問lllに はa回 も学 会 発 表 をさ

{{ら れ ま した 、経穴 での 皮 膚 通電性 と麻 酔 に関 す る研 究

1‡4否i玉1後も制粁売L、 そ れ らび)糸占果は 本 年6月2711よ り湖:

G易で1嗣f崔され るll1医莱1玉11;祭学fF「lr会1鍍で教授 と」七1司発}表す

るこ と にな り、 目 ドその 準 備 に忙 殺tれ て おLりま1,、

/7,L、 ノ山月1[xメこてト♂)fbい1中r、と」見～兄報{彗奏・さゼ ぐr頁きま

した1厳 師 で あ り慈 父で もあ る小 川教 ♪妥の健 康 を祈念L、

また旭 川医 たの ます ます の 発展 と 日中 友hfを 願,て 乾 杯 「

8
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研 究 室 紹 介

■ 衛生 学講 座 ■ 杉澤 孝 久

l

l。欝燃 繋 膠「論 、贈 聚鰭撚
(教授)、 寺山 和 幸(講 師)、 松tr利 仁(助 手)、 石田 明(助

f-)、沢111陽 ヂ嬢(事 務 官)の5八 の ほ か研 究 生 が数11の

ノ1・さな匹i簿∬^睦てトす。

研 究 対 象は'li初 、室 内空 気の細 菌汚 染 に関 す る もの が

中 心 で した が、II(;和58年5月 、 山 村教授 が教 室 を引 き継

い でか らは ドと して物 理 的環 境 の 生体 に与 え る影 響 に的

を糸交)て 石ナf究をそfノて し、ます1,

山 村教授 は就 任1」.こ れ ま で 、ilに 労 働衛 生の 疏場 か

ら騒 音 暴露 の聴 器 へ の影 響 に つ いて 、 モ ルモ ッ ト蝸 牛 マ

イ クロ ーハ ン電 位 、 活動 電位 、蝸 牛 直流 電位 な ど内 耳電

気生 理 学的 指標 に よ り研 究 を進 めて い ます,,寺 山講 師 は 、

労働衛 生の 立場 か ら、鉛 中 毒 と貧i血の 関係 を追 求 して お

り、 現 在 は鉛 を ラッ トに投 与 し血中 鉛 レベ ルの 増加 に と

もな う赤rnt球膜 の変 化 と赤 血球 寿 命の 短縮 につ い て研 究

して い ます、,松井助 手は 、衛 生 工学 の 立場 か ら、環 境 騒

音 、特 に道路 交 通騒 音 の ア セ ス メ ン ト手法 に関 す る研 究

を行 っ てい よす 、,保健 所 の所 長 を5年 間経 験 した 石 田助

fは 昨 年 、 当講座 に転 向 しよ した が 、教授 と と もに モ1レ

モ ノトを使 い超 音波 の内 耳 に 及ぼ ず影 響 を電 気 生理 学 的

に追 求 してい ま す,、

この 他 に も、騒 音 の 生 体反 応 をで きるだ け客 観 的 に把

握 す るこ と をll標 と して 、 ラ ッ トや 人 間 を対 象 にLて 変

動 騒 音 の 自律 神経 系 に及 ぼす 影 響 をぞ則定 す る事 を試 み て

い まd,、 この 面 は札幌 学院 大 の澤 田教 授 が 追 求 してい ま

オ。北 大医 学 部衛 生 学(現>v)神 山講 師 は 保健 所 を フ ィ

ー ル ドと してい わ ゆ る子f共の:'4k1'tケイ レ ンにっ い て 多面

的 に研究 を進 め 、 こ れ を よ とめつ っ あ ります 、,また、 本

学出 身(11期)の 杉 沢は 稚 内保 健 所 に勤 務 し(い ま す が

時…々 教 室 に顔 をIPIし て実験 に 参加L'ζ キ.iウ キー=1ウ とL

ぼ られ"Cい ま す.1

以Lの よ)に 、 さま ざまな 方向 か ら研 究 を進 め て い ま

す が 、単 に研 究 の た め の研 究 で は な く、 実践 的 な研 究 を

11指L、 低 レベ ルの騒 音 や 微 量 の環 境物 質の 影 響 を把 握

す'るこ と を常 に検 言寸しCい ます 。

社 会医 学 は環 境 →1イ ドか ら 発想dる 学 問 で すが 、 社 会

の 中 に お け る健 康状 態 を定 鼠11勺に把 握 して そ の 」ち防 に ・

役買)こ とが 目 的で す のzど うして も把握 方法 がマ クロ

な もの に な り ます、,現代 の科 学 は ミツロの 生 体の 機 能 の

解 明 が急 速 に進 歩 して い るの で 、 マ クロ な面 に後 輩 の皆

さん の眼 が向 か な いの も当然 か も しれ よ せん 。 しか し、

率業 して実 地 医 家 に な って か ら、 社 会医 学 の 役割 を思 い

出す の がk方 で す。 そ れに して もだhだ ん と 予防 医 学 を

指向 司』る医 師 が増 え てきて い るの は 心 強 く思 い よす。

研 究 室 紹 介

■ 泌尿器科学講座 ■ 橋本 博

泌 尿 器科 学1溝座 は 現 在 、 八竹 教授 以 ト10名 のzタ ッフ

と、研修 医1名 、 大学院 生3名 とで構 成 され てい ます,1

医局 員の 数の 割 に 、関 連病 院 数 が 多い(12病 院)た め か、

大学 に居 る 人数 が 、 なか な か増 えな いの が 悩み の種 です 。

この よ うに少 な い 八数 で 、病棟 、外 来診 療 、 手術 、講

義 、学 生 実習 等 のfL事 を 二な さな け れば な らない の で 、

室ン1亡な毎}1で あ りま す カず、1可とかUキ日目をや り くり しつ つ、

臨床df%.びに 基礎 研究 が進.め られて い ま 凱,

八竹 教授 は尿 路結 石、 神経 泌 尿 器科 を 劇lllと して お り、

そのf旨導 び)もと、尿 路 糸占石 に つい(は 森[llt功ア、IIIIIIUl

fに よ り研 究 が進 め られて い ます。 結 石形 成 を阻 止す る

尿 中 高 分f物 質 の 分離 同 定 が現 在び)中心 アー マ'(殉 ーが 、

数年 来の 努 力が実 り、{り う 一歩 び)所 まで 来て お り、将 来

の 臨床 応 用 へ 向け て 、期i・'i'が高 ま りっ つ あ り ます 。 副 甲

状 腺疾 患 にっ い ての臨 床 的 、 及 び ラ ノトを用 い た基 礎r勺

研 究 も進 み り つ あ り ま 凱,神 経 泌 尿 器科 には 、 神経 因性

膀 胱 、尿 失禁 、 インポ ラ・ンスの研 究 等 が あ り ま 司ーが、 高

齢 化 祉 会 に向 け て、 鼓 近 大変注 目 され てい る領域 です,,

金f冨 薄r}lii、害f田正功 丁～、 水ノ」く"カヂカここれ らを拠1当 し、 彰宋多

な研 究 が展 開 され てい ます,臨 床 面 では、 脊損 占や=分

脊椎 児の 尿路 管 理 、 尿流m測 定 に関 す る研 究 、脳 電 図 を

用 い たL位 中枢 の 研究 、夜 間陰 輩 勃 起 現 象の 研 究 等 がホ

ノトな話 題 を提 供 し ぐい ま 凱、基 礎 研 究 と しては 、電 気

生 理 学的 手法 を使 ♪た排 尿 中 枢 の研 究 が 、 詐.」を嗣 い て

行 な わ れ、 また 、膀 胱収 縮 を抑 制 す る薬 剤 【こ関す る検討

も行 な わ れCい ま 司,,

徳 中助 教授 は 、筋疾 患 の研 究 を進 めて お り、 かつ ての

巨 大 尿管 や逆流 尿 管 の 筋構 造 の研 究 か ら、 更 に尿 道括 約

筋 に関 す る研究 へ と展 開Lて い よす.兎 及 びヒ ト材 料 を

用 いて 、 生化 学 的 、形態 学的 に尿 道括 約 筋 の 筋 型 を明 ら

か に し、泌 尿 器科 領 域 に お け る神経 筋疾 患 へ(ノ)新しい ア

ブロー チ と して注 目 され てい ま す,、最近 は 加 令 に よ る変

化 に 着目 し、高 令 者の 尿失 禁 の病 態 を解 明 す る 手懸 か り

に な る もの と、 期待…され て い ます,,藤 片助 手 は 、徳 中助

教 授 の 指導 の も と、電 気 刺激 に よ る括 約 筋 の 筋 型変 化 に

関 す る研究 を行な ・,てお り、 兎 を用 い(非 常 に 明快 なデ

,,,を呼辱(い まd ,,

悪 性 腫瘍 に関 す る研 究 は 、 橋 本溝 師 、西 原 助 手 を中 心

に 、13rdU標 識 法 やcollagenage産 生態 に着llし た癌 σ)悪

性 度 の評 価 、膀 胱 内注 入抗癌 剤の 組織 移 行増 強 に 関 す る

研 究 等が 行 な われ て い ます.,抗 癌 剤 の組 織 移 行 に関 し て

は 、 あ る種 の薬 剤 処 理 に よ り、 数倍 の腫 瘍 組 織 内濃 度 を

得 られ る こ とが わ か り、臨 床 応 用 も期 待 され て い まd、、

以 トの よ うな研 究 活動 に 、 ・人で も 若くの 方が参 入 し

て くれ る こ と 紙 教 室 員 伺 心 か ら希t.て い ます.
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【転 入 】

山「t・】 一・也

【転 出 】

加1地 隆

【昇 任 】

松尾 忍

高',㌔.イく

【停年退官1

安田 113_3_:il婁 女'噛」'=・ 孝交r

II3.4.1数 学 ・教 授

H3.・1.弘 前 ノぐ層1ノ:医'1ノ:部 ・教 手奨

H3-1,皮 膚 科 学li陶 ・レ1り ∫教 授

H3….生 理 学 第=講 座 ・1溝師

第13回 卒業証書授与式
第1abd亭 二業'L121名1)',女 ∫㌦25名}/、 し7)卒二業,d:、 書}♪斐

与・∫～こカ＼3月251i〔1ヨ)1{川 芋30ウ}'カ・ら イ父1=1TでffFS:二 才∫し、

1て 「挙評ゴさ れ た ⊂

式(ト は 、 室 内 合 奏 団 が 奏(ト る調 へ の な か 、 学 長 力・6辛

業 生.人 ひ1り;卒 業証 陛 かd'<さ 才1た 「

旨 ノい ぐ学 長 か ら 門 川 に 涛、た り式 辞 が 述 へ ら れ た 「

(学'1課)

第1回 新入生研修実施される
「え駈文3f卜1辛 斤ノ、生 石圷fl峯(二らll口11Dカ ・、41115目 〔月〕・

16日 ㈹ び)両 日 開 催 さ れ た 、、

第1日 目 はA組 、 第2日 目 はB組 を対 象 に実 施 され た,

uナffi'ry,.t肇斤ノ、鴛モを12『-1:i名 しノ)う71レ・ 　ノ【'/Tlr、1グ ル7

1ニー一舟貨教 育 し1)孝文'肖1名 と1,t磯 く!.t臣晶1ふ三び)孝契才受1名 しノ}言卜2

名 が あ た り 、 自 己 紹 介rつ い で勉 学1.v)川 題 涛,る い は 学

rr'(一/.
:lll11.般 に つ い て 指 導 助ii',1ら び に 懇 談 が 行 わ れ た,、

(学 生 課)

ギ 、eL

■■
囎
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平 成3年 度 入 学 式

平 成3年 度 入 学 式 が4月5H(金)10時 か ら'1'`fY'1

育 館 に お い て 挙 行 され た,,

式 で は 、'rCは 初 め て の 外 国 人 留 学 生 を 含 め た 新 入

101名(う ち 女 ∫・'9汐生16名)をfC表 し て 朝 井 裕 一 君 が

宣 誓 り っ い"C'、 学 及 式 辞 が あ り 、 新 人 生 は 医 学 生 と して

の 白覚 をｬ1rた に 、 大 学 生 活 の 一 歩 を踏 み 出 し た う

(学 生 課)

川 瑚u ・

轄

晦 」11 」硝

東医体冬季総合準優勝!

スキー部門総合優勝する

【アルペン部門】

■男子スーパーG■ ■男子大回転 ■

7位 十.越 拓磨9位 前 多 一彦

y位 讃 井 将満

ユ0位 竹川 真純

■女子 大回転 ■

準側 券 飛翫 桂

4fiン:liドznnr一

【クロスカ ン トリー部門1

■男子15kmO

優勝 宍 倉 朋胤

4位:鹿 里1† 亘

5位 峯令木 日召lli

東医体夏季 ・冬季総合優勝!

第33回 東医体 は、3月22目 の 冬季 大会閉 会 式 をも って 、

全 日程 が終 ∫した.夏 季 大会 の準 優勝 に引 き続 き冬 季 大

会 でも スキ・・部 、 ラ グ ビー部,ア イスホ ソ ケー部 の 活躍

に よ り準 優勝 を果 た し、夏季 ・冬季総 合で優 勝 と い う金

字塔 を打 ち ・Zてた,、こ れは 第18回 大 会(昭 和50年 度)に

本学 が初 参 加 してい らい初 の快 挙 ぴあ る、,

第33回東医体夏季 ・冬季総合成績

皿

友 学 名
一　 .

旭 川 医 科 大 学

新 潟'r医:.ku

群 馬 大 学 医 学 部

総合得点

9U.0

夏季得点 冬 季f'#!;!,

優 勝

準優勝

68.U 'L'l

a85.5

77.ア5
一

7i.5

一

77.5
}『 『　

3位

n位

S位

53.75

65.0

2

白 治 医 科 大 学

北海道 た学医学部

一」

1U.5

1373.5

7LO

f,0.5

6位
一一 山 ・

7位

8位

9位

筑波大学医学専門学君ド

東北 大学医学部
一一

6fi.0 5

10.5
--

r;

s

68.5 ss.0

56.0

53.0

弘 前 大学医学部
.『

sz.o

東 京 医 科 大 学 Gl./1

59.S10位 慶応義塾大学医学部 56.5 3

●女子5km■

優勝 黒木 迄r

3位 辻 由紀1

5位 由良 知春

7位 蒲池由美 ∫・

■男子8km■

優勝 宍 倉 朋胤

4位 鹿野 恒

7位 鈴木 昭広

■女子3km■

4{立 三上 由糸己r

5位 黒木 文/

7位 蒲池出美7

8f・比 出良 矢ロ春

■男子回転巳

優勝 加藤 祐司

準優勝 水上 裕輔

■男子 リレー薗

優勝 鈴木 昭広

鹿野 恒

田伏1笈 晶

宍 倉 朋胤

アイスホッケー部

旭川市長杯2連 覇なる!

前 月・で紹 介 した 旭 ∫[D!∫長 杯 の結 果は 期 ∫、}どお り2連 覇

を達 成 した 、職t1と ♂)混成 一r・ム と はい え実 力は 確 実 に

向Lし て お り今 年の 東医体 の 成績 に注 目 した いrI

成 績 結果

準 決勝 旭川 医 科 左学13女 ・tr,S.C.声 ・一フ ス

`kqウ10女r「5(⊃AFrV'tラ'「 ・
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学生の定期健康診断の実施につC{そ「
'卜成3年 度 の 学 生 の 定 期 健 康 診 断 を

、 ド記 の と お り 実

厳巨す るび)で 全 員 受 検 す る こ と 、,

な お 、 定 期 健 康 診 断 を 受 検 し な い 者 は 、If建 康 診 断H」

を 発 行 で き な い び)で 注 意 す る こ と 、

記

日 日芋5Fj291i〔 水)12:3(1・-15.30

(原 則 と し て 第1・2学 年)

6月1日 〔DI2:30-14::3/1

(B;!1!9と して 第5・6'1芦 年 ♪

6{15f{〔 水〕12:30・-15:30

σ身ミUUと し て一第3・4ρ 言`卜〕

※ 大 学 院 生 に っ い て は 、 い ず れ か σ)都 合 の 良

し、11し、:受杢黄'4『るL二`ヒ 、,

j易 戸∫「f呆f鑓 管 正里一セ ン ター

検査 項 目 胸 部X線 、身 長 、体 煎、視 力、 検尿 、r血圧 、

内科 検診

XXXXXXXXXXX=XXXXXXX

糾

大学医学部解剖学

第二講座教授

加 地 隆

「野 生 の 生物 」

以前 、 野 生 のマ ウ スを自分 で ワナ を仕掛 け て捕 まz、

松 果体 の 季 節変 動 を調 べ た こ とが あ りよ した、、 ネズ ミと

い)と 子 供 の頃 、 家 の 中や 周 辺 で 兄かけ た り した こ とは

あ りま した が 、以 後 は研 究 室 で飼 育 して い た 実験 用 の 自

い マ ウ スや ラ ッ ト位 しか 見た こ とが あ りま せ んで した、,

ワナ を仕掛 け る要領 は 最初 に動物 学 者 の(quay教 授 か ら教

わ りま した が 、翌 日か らは 毎 朝 自 分で 大 学 に行 く途 中 に

痩 物 をチ に!ク し ま した,、小 型の リ スや モ グラが か か ・,

たこともあ りま したが、老に捕 獲 したのは 学 名Peromyscus

leucopus(シ ロ ア シ ネズ ミ)と い ・ノて、 長 い尾 を も ち、

毛色 は 成熟 蛍る と背 中 側 が褐 色 また は 金色 、 腹 部 か ら四

月支1こかけ ては 白 色(7)口r愛 ら しい彦貞の マ ウ ス『ぐ、 こ 」)臥芋工ユ

来、f・供の 頃 か ら待 ち続 け て きた 私 の ネ ズ ミに対 す る悪

い即 象 はす ・)かり変 一,てし よい よ した、、この 野 生 マ ウ ス

の 自然 条件 の も とでの 研究 は 、森 と湖 に囲 まれ た ウ ィ λ

コ ン ニン人こ学 な らでは の もの で、 夜H月け とぽ ぼ1司時 に研

究 室 にパ ッと点灯 され る とい うQuay先 生 の 上ネルギ ノシコ

な仕事 振 りと共 に 、最 も印 象的 な留 学時 代の 思 い 川 です,

kf9:の 生 物 とい うと 亡、う ・つ 、私 の家 の庭 の周 辺 は 、

自 ・黄 ・ビ ン ク ・青 ・紫色 等 の 花 をつ け る様 々な野 草 が

の びの び と生 い茂 り、 夏に な る頃 に は身 の 丈 をこ え る程

に もな るもの もあ.,て 、 ま るで 野草 園 の よ うな様 相 を壁

した もの でLた,,ま た別 の 片隅 には 、秋 に なる と小 さな

赤 い 実 を沢lllつ け、 そ れ を求 め て野 鳥 が 飛 来す る野 生の

リ ンゴの 木が あ り ま した。 美 しい濃 い ピ ンク色 の 蓄 が6

月 の 大学 祭 の頃 にな る と ・斉 に花 開 き、 真自 な花 が 美 事

に 十.体を埋 め 尽 しま す、,手入れ な ど全 く しな いの に毎

年 これ を繰 返 し、 新 しい わ き芽 は傍 らの 地 中 か ら次 か ら

次へ と伸 び出 して きます 。 その 小 さな 木 を無造 作 に移 植

して も楽 々 と生 肴L、 数 年 もすれ ば その 木 もまた 花 をっ

け る程 に迄 生育 しま4』。鑑 賞 用 の植 物 が環 境 に気 を配 ら

な け れば す幽ぐに弱 っ た り、死 ん で しよ った りす るの とは

対照 的 で す。 私 は ほ とノしど手 をか け な く と も逞 し く生 き

残 り、 生 長 し、繁 茂 す る野 生の植 物 を 兄 る度 に 自然 の カ

の偉 大 さに打'たれ ます 。

H、f{高 に人植 した人達 は苦 労 して野 生 の馬 を飼 い慣

ら し、牧 場 をつ く・・た とい い よす.時 が 移 り競 馬 が盛 ん

に な る と、輸 人 したaラ7レ ッ ドをその牧 場 で飼 育 ・繁

殖 さゼ 、 今で は競 走 馬 の 名産 地 とLて 全国 的 に 有名 にな

・)ていよ す,卜

野 生 の動 物 に た と えて はk失 礼 です が 、学 生の 色 々

な ケラブ活 動 に関 係 し(い ぐ感 じます こ とは 、 クラ ブの

創 設 期 には ・般 に ノミイ タ リナ ィー に富 ん だ逞 しい 人達 が

多く、 そσ)人達 が築 い た ケラ フ'の中 に次 第 に野 生的 とい

)よ りは も 一)と洗練 された 感 じの 、 専問的 能 力に 秀で た

人達 が加 人 して きて クラ フ 本来の 目的 が よ り明確 に実現

され るよ うにな る 二 とが 多い と い うこと で一4。旭 川 医 大

の ケシブ活 動"C'の 学 生諸 君 の盛 大 な活躍 ぶ りに感 動 す る

と共 に、 創 設期 にお け る 先輩 諸君 の ご苦 労 を懐 しく想 い

起 しまオ',、

今 、北 海 道の 隣 り 占森 県 の 、 リ ンゴと桜 で 有 名 な弘 前

の地 で、締 切 り に追 わ れ なが らこの 原稿 を書 い てい ま 弓』、、

17年 間 にわ た る皆 様 か らの ご厚 情 を感 謝 毒'ると 共 に、 こ

れ か ら も相 変 ら ずご 交誼 の 程 を お願 い します。 最 後 に旭

川医 大 の 今後 の 発展 と皆 様 の ご健 康 をお祈 りLま す、、
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